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アグリビジネス創出フェアの報告

企画調整部 研究企画科

10 14 15アグリビジネス創出フェアが、 月 日～

日に東京国際フォーラムにおいて開催された。こ

のフェアは、農林水産・食品産業分野における産

学官連携を強化することを目的に、大学、独法、

関連企業などが一堂に会し、技術移転、事業化、

市場開拓などのビジネスチャンスを作るための交

流の場として開催された。農林水産関係の独法、

団体のほか、都道府県、大学、企業など の法48
人が出展し、 日間で約 人の来場者があっ2 3,000
た。

農業環境技術研究所からは、以下の 課題につ7
いて成果のパネルや製品の展示、プレゼンテーシ

ョンが行われ、来場者から質問や共同研究の可能

性についての問合わせがあり、情報の交換ができ

た。

．無線通信による野生動物早期警戒および農1
地管理システム、 ．アレロパシー活性の強い植2
物の検索と他感物質の単離・同定、 ．昆虫の性3

フェロモンを用いた発生調査用誘引剤、 ．病原4
菌を病気にして農作物を守る、 ．機能性被覆資5
材による土壌くん蒸剤の大気環境負荷軽減技術、

．籾殻成形炭粉末を用いた水稲用除草剤の系外6
流出削減、 ．微生物インベントリーシステムを7
用いた有用微生物の利用技術の開発

農環研の展示ブース

世界イネ研究会議報告
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本会議は、国連が 年を国際コメ年とする2004
ことを決議し、世界各国が連携してコメの重要性

をアピールしていくことの取り組みの一つとし

て、農林水産省が主催し、農業環境技術研究所な

11 4どが共催した国際シンポジウムである。 月

日に東京で基調講演とパネルディスカッション

が、 ～ 日につくば国際会議場で基調講演、分5 7
科会およびワークショップがおこなわれた。

つくばでのシンポジウムには世界各国から

名の研究者が出席して、分科会や懇親会場1,300
などでコメや水田研究に関する熱心な討議が行わ

れた。農環研は の分科会のうち 「イネ栽培に20 、

おける土壌、水および環境保全」と「気候変動と

コメ生産」において、齋藤化学環境部長、今川地

球環境部長および長谷川生態系影響ユニット研究

リーダーがコンビーナーを務め、口頭発表の司会

やポスター発表の準備をおこなうとともに、職員

が会場運営を担当した。

その他、会場内で独法や民間会社など 機関33

による展示会が催された。農環研は、研究所紹介

のビデオ視聴とポスター展示、関係資料の展示と

配布、松井昆虫研究グループ長による侵入生物デ

ータベースシステム（ ）のデモンストレAPASD
ーションをおこない、多くの出席者の関心を集め

た。

展示会場でAPASDの実演をおこなう松井グループ長(右)


